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団体名：松山市

評価対象事業名：地域公共交通調査事業（計画策定事業）

①事業の結果概要
③生活交通確保維持改善計画又は
地域公共交通網形成計画等の
計画策定等に向けた方針

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性

【業務内容】
〇松山市地域公共交通網形成計画（素案）の作成
　松山市における今後の公共交通ネットワークのあり方及びその維
持・形成に向けて、以下の事項を含む計画（素案）を作成する。
①はじめに
　（計画策定の趣旨及び位置づけ、計画の対象区域、期間）
②上位・関連計画の整理
③地域の現状
　（人口の推移および集積状況、土地利用の状況、各種施設の
    分析状況）
④公共交通等の現状と課題
　（交通の概要、人の動きの現状、公共交通の現状、
    地域公共交通の課題）
⑤基本方針
　（将来の都市の将来像と地域別の方向性、将来の地域
　　公共交通のあるべき姿、実現に向けた基本方針）
⑥計画の目標
　（計画の目標、数値目標及び設定理由）
⑦目標達成のための施策・事業
　（施策展開の基本的な考え方、実施施策の検討）
⑧計画達成状況の評価
　（計画の進捗管理体制等、達成状況の評価手法等）
〇松山市地域公共交通網形成計画（案）のとりまとめ

【結果概要】
〇協議会の検討を経て、松山市地域公共交通網形成計画（素案）を
作成した。
〇市民意見公募手続（パブリックコメント）を実施し計画に反映した。
〇今後は、市民意見と協議会の検討を踏まえた「松山市地域公共交
通網形成計画」として最終的にとりまとめる。

A 計画通り事業は適切に実施された。

〇基本方針
１．誰もが安心して移動が可能なモビリティ環境の整備
２．拠点・都市軸の機能強化
３．地域の特性を活かした快適な生活圏づくり

〇計画の目標
１．公共交通サービス水準向上
２．バスネットワークの効率化
３．交通結節点の機能強化
４．地域住民の機運醸成
　　交通事業者の持続可能な運営

〇実施事業
１．車両バリアフリー化の推進
２．自動車から公共交通転換を促進
３．幹線・準幹線交通での高サービスの提供
４．支線交通のサービス向上
５．デマンド交通等の運用支援
６．乗継環境の改善
７．広報活動・イベントの実施
８．公共交通の定期利用促進
９．地域住民が主体となる公共交通の仕組みづくり


